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【表2】社会心理学的アプローチと資源動員論的アプローチ
(長谷川1985;片桐1995を元に作成)
社会心理学的アプローチ 資源動員論的アプローチ
個人行為者 社会運動組織
利害当事者 「良心的支持者層」重視
構造的緊張(ストレイン入社会的孤 資源、コスト、組織戦略・戦術、メデ、イ
立・疎外感、相対的剥奪感 ア、ネットワーク、政治的機会
「崩壊モデルJ(社会変動・解体→不 「連帯モデルJ(社会的ネットワーク
満→行動) →資源・政治的機会→行動)
行為者の非合理性/特殊(特殊な状況 行動の合理性/特殊でない'(不満の遍
への感情的反応) 在を前提、合理的な個人・集団利益の
追求)
発生と「ナチュラル・ヒストリー」 動員・戦略・結果
参加者個人の状況の構造的理解、感情 組織戦略の最適化のためのスキル向上、
への説明、参加原因から派生 資源・ネットワークの一部、選択的利
用
【表】社会運動の内的要素/外的結果関係の操作モデル
(デケイザー2002より作成)
外的要素(社会的プロジェクト、 内的要素(運動の拡張と分解、統
運動の目標・有効性、第一次目標) 制の手段・効率性、第二次目標)
マクロ社会レベル 民主的な共生・シチズンシップ 社会に作用を及ぼす機能
メゾ運動レベル 学習環境(学習過程の支援) 組織的構造(ネットワーク)
意義・動機付け 利益・維持
ミクロ学習レベル 集合的一体感・自己志向学習 集団的学習・アイデンティティ
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